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「自然災害の防止」教師用 解説書 

～庄内平野を流れる最上川を題材として～ 

 

目的 

 

1. 1/3 時間目「自然災害のおこりやすい国土」で使用する教材 

○さまざまな自然災害 

○「風水害とは・・」 

○わが国で風水害の発生が多い理由 

・風水害の発生が多い理由（気候的条件） 

・風水害の発生が多い理由（地形的条件） 

○風水害が発生した場合に起こる被害 

 

2. 2/3 時間目「自然災害からくらしを守るために」で使用する教材 

○最上川で起きた過去の風水害 

○国や県で行われている治水対策 

○酒田市・庄内町洪水ハザードマップ 

○風水害に備えて普段から働く人々 

○風水害が発生した際に働く人々 

 

3. 3/3 時間目「自然災害に備えてできることを考えよう」で使用する教材 

○風水害に対する心がけ 

・普段からの心がけ 

・緊急時の心がけ  
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1. 1/3 時間目「自然災害のおこりやすい国土」で使用する教材 

さまざまな自然災害 

日本には豊かな自然がある一方で、ひとたび自然災害が発生すると、大きな被害とな

ります。そのため日本の豊かな自然と自然災害は隣り合わせであると言えます。  

  日本に自然災害が多い理由の一つとして日本列島は４つのプレートによって形成さ

れており、地震活動、火山活動が活発であることが挙げられます。 

ここでは、近年日本で起こった火山の噴火、地震などの自然災害の被害の様子を紹介

します。 

●火山の噴火 

 
北海道有珠山の爆発           雲仙普賢岳 火砕流（出典：国土交通省） 

（出典：内閣府防災情報） 

●地震 

【東日本大震災】平成２３年３月    【北海道胆振
い ぶ り

東部地震】平成３０年９月 

                   

 

 

 

 

 

 

 

札幌市 液状化による被害 

（出典：水害レポート 2018 国土交通省） 

●津波 

【東日本大震災】 平成２３年３月 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災伝承館（出典：国土交通省） 
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「風水害とは・・・」 

自然災害には、地震や津波、洪水、台風被害、土砂崩れ、土石流、竜巻、雪害、火山

の噴火が挙げられます。このうち、地震はわが国では発生頻度が高く、大災害となるこ

とがあるため身近に感じる災害だと思われているようです。  

しかし、実は我が国は、雨や風を原因とする風水害（洪水、台風被害）が多く発生し

ています。この風水害は、場合によっては非常に大きな範囲を浸水させてしまうことが

あり、被害額が大きい災害といえます。 

 

【全国の風水害の写真】 

平成２７年９月関東・東北豪雨 北上川水系二迫川(宮城県栗原市) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：水害レポート 2015（国土交通省）） 

 

平成３０年７月 西日本豪雨 高梁川水系小田川(岡山県倉敷市真備
ま び

町) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：水害レポート 2018（国土交通省）） 
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わが国で風水害の発生が多い理由 

我が国では毎年のように全国で風水害が発生しています。なぜこんなに風水害が多

いのか、その理由を「気候的条件」と「地形的条件」からみてみます。 

 

★風水害の発生が多い理由（気候的条件） 

●降水量が多い 

世界でも多雨地帯であるモンスーンアジアの東端に位置する日本は、年平均 

1718mm の降水量があり、これは世界平均（880mm）の約２倍に相当する。 

 

（出典：国⼟交通省） 

 

●強い雨が増えている 

近年、１時間に 50ｍｍ以上の雨の頻度が増加している。 

原因の一つに地球温暖化があるといわれている。 

 

●台風の上陸が多い 

日本で雨が多い理由の一つに、梅雨や台風の影響を強く受けやすい。近年では台

風の上陸数が増えている。平成２８年、岩手県大船渡市付近に台風が上陸し       

た。 

東北の太平洋側への上陸は統計を取り始めた１９５１年以降初めてで、岩手県で

岩泉町を中心に甚大な被害が出た。 

 

【図表：台風の接近数と上陸数】 

 

 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 平均 

台風の接近数 10 12 9 8 7 9 17 14 12 14 11 8 10.9 

台風の上陸数 2 3 0 1 2 3 2 2 4 4 6 4 2.8 
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（出典：気象庁） 

 

★風水害の発生が多い理由（地理的条件） 

●地形的条件の背景 

国土の約７５％が山林である。 

洪水でできた沖積（ちゅうせき）平野（国土の約１０％）に人口の約５１％、

資産の約７５％が集中している。 

 

●低い土地に人が住んでいる 

土地の低い沖積平野では、河川の水面が平野部よりも高い位置を流れており、

一度洪水が発生すると被害が拡大しやすい。 

 

●川の勾配（こうばい） 

国土の約７５％が山林であり、かつ国土が狭いことから河川の勾配が急で短い

ため、一気に水が流れやすくなっている。赤川と比較すれば最上川は勾配が緩い

ため、最上川の方が洪水になれば長期化する可能性が高い。 
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●農村等の都市化 

自然の土壌や田畑では降った雨が地面に浸透し、一時的に貯水する機能があっ

たが、都市化に伴い地表面がコンクリートやアスファルトに覆われ、雨水の流出

が早くなることで、川に流れ込む水の量が増えやすくなっている。 

【最上川の主な洪水】 

洪水発生年月 原因 

両羽橋地点実績 

被害状況 
流域平均 

２日雨量

(mm) 

ピーク流量 

(m3/s) 

昭和 44 年 8 月 低気圧 149.2 6,067 

死者 2名 負傷者 8 名 

家屋全壊流出 13 戸 

半壊床上浸水 1,091 戸 

床下浸水 3,834 戸 

昭和 46 年 7 月 温暖前線 104.4 3,645 

死者 4名 負傷者 6 名 

家屋全壊流出 13 戸 

半壊床上浸水 1,056 戸 

床下浸水 5,383 戸 

昭和 50 年 8 月 寒冷前線 77.8 3,957 

死者 5名 負傷者 28 名 

家屋全半壊 115 戸 

床上床下浸水 788 戸 

宅地等浸水 593ha 

農地浸水 2,814ha 

平成 9 年 6 月 台風 8号 134.3 4,538 

床上浸水 9戸 

床下浸水 72 戸 

宅地等浸水 3.1ha 

農地浸水 1,613ha 

平成 14 年 7 月 

梅雨前線 

＋ 

台風 6号 

138.1 4,398 

家屋半壊 1戸 

床上床下浸水 44 戸 

宅地等浸水 0.8ha 

農地浸水 285ha 

平成 16 年 7 月 梅雨前線 111.4 5,499 

床上床下浸水 99 戸 

宅地等浸水 0.3ha 

農地浸水 1,710ha 

平成 25 年 7 月 低気圧 130.0 5,317 

負傷者 3 名 

床上浸水 49 戸 

床下浸水 388 戸 

農地浸水 6,849ha 

平成 26 年 7 月 梅雨前線   91.0 3,251 

負傷者 1 名 

家屋全半壊 9 戸 

床上床下浸水 622 戸 

農地浸水 1,685ha 
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風水害が発生した場合に起こる被害 

 

●堤防が決壊し、氾濫する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年 鬼怒川決壊（出典：国土交通省水害レポート 2015） 

 

●土砂崩れが起こる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年 岩手県台風１０号災害（出典：国土交通省水害レポート 2016） 
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２. 2/3 時間目「自然災害からくらしを守るために」で使用する教材 

隣県(岩手県:北上川)で起きた風水害 

平成２８年に初めて台風が東北地方に上陸し、岩手県では大きな被害がでた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土砂崩れ Ｈ２８ 台風１０号被害 （岩手県岩泉町）（出典：岩手県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北上川水系出来川の堤防決壊 （出典：水害レポート 2012）  
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最上川で起きた風水害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもを背負い避難する住民（昭和４２年８月羽越水害 米沢市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪水により破壊された木村橋（昭和４６年７月 酒田市平田地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海岸部で監視塔が崩落（平成２年８月 酒田市宮野浦地区）  
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国や県で行われている治水対策 

日本の風水害が発生しやすい国土を受けて、国や市では様々な治水対策を行っている。

以下に日本で行われている治水対策の事例を紹介する。 

 

 

●堤防（ていぼう）・築堤（ちくてい） 
河川では、川の水を安全に流すことを目的として、山に接する場合などを除き、左

右岸に築造される。 

 

 
 

 

 

 

 

 

洪水を防ぐために設置した土手。 

 

 

 

新両羽橋付近の航空写真 

 

●ダム 
たくさんの水の一部を貯め込み、残りを少しずつ流す(これを洪水調節と言います)

ことによって、川に流れる水の量を低くおさえる。 

大雨がやみ、ダムへ入ってくる水の量が減ってもダムは、次の大雨に備えて、川の

状況を見ながら水を流し、水位を下げていく。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

                        

 

         長井ダム 
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●放水路(ほうすいろ)・分水路(ぶんすいろ) 
洪水を防ぐために、河川の途中から新しく人工的に開削し、直接海または他の河川

に放流する水路のこと。「放水路」「分水路」と呼ばれる。赤川は最上川の支川であ

ったが、放水路により分離し洪水を速やかに流下させ、被害を軽減している。 

大正２年         昭和９年          平成元年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤川下流域の変遷（赤川を最上川から分離） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庄内砂丘を開削し、直接日本海へ注ぐ赤川河口      赤川旧川跡 

 

●引堤(ひきてい) 
  堤防を引いて(移動させる)、洪水の流れる断面を大きくし、洪水を防ぎます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【引堤実施中の最上川支川京田川】  【完成】   
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止水矢板工法により、河川

から基礎地盤に浸透する水

量と水圧を軽減し、堤防法

崩れ・崩壊を防ぐ。 

堤防 

●堤防強化(ていぼうきょうか) 
洪水時に河川水の浸透による堤防決壊の可能性がある場所に、堤防強化として、浸

透対策を行い、洪水から守ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堤防強化(浸透対策)イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堤防強化実施箇所 航空写真 

 

●排水機場(はいすいきじょう) 

洪水をコントロールして、流域の浸水被害を軽減する。本川の洪水から周辺流域

の人々の生命と暮らしを守るため、支川に溜った水をポンプで強制的に本川へ吐き

出すのが排水機場の主な役割。これにより、流域の浸水被害を軽減することができ

る。 

 

 

 

 

 

 

        排水機場の仕組み        竹田排水機場(酒田市竹田地区) 

最
上
川 

堤防強化実施箇所 

酒田市山寺地区 

庄内町 
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洪水ハザードマップ 

酒田市・庄内町洪水ハザードマップでは、最上川流域において、最大規模の雨が降っ

た時に、最上川が氾濫した場合の浸水区域が記載されている。 

この範囲は、想定を超える大雨が発生した場合に、支川が氾濫した際の事は考慮され

ていないため、実際はもっと広範囲にわたり浸水する可能性がある。 

図から分るとおり、治水対策が進んでいるからと言っても、洪水の発生や、市の浸水

の危険は完全にはなくなっていない。 

 

【例：酒田市洪水ハザードマップ】 
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風水害に備えて普段から働く人々 

風水害に備えて普段から働く人々がいる。国土交通省河川国道事務所の職員である。

河川のパトロールをし、いざというときに堤防が壊れないようにチェックしている。 

（酒田河川国道事務所の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川パトロール           排水機場の定期点検 

 

風水害が発生した際に働く人々 

風水害が発生した際、住民を避難誘導したりする市の職員、困っている人を救助する

救急隊や、自衛隊。 

堤防の壊れた箇所に土のうを積んだりする水防団、溢れてしまった水を川に戻すため

に、ポンプ車で排水をしたり、壊れた堤防をいち早く直すために、河川国道事務所の職

員が働いている。 

 

 

 

 

 

 

水防訓練の様子           洪水時の水防活動 

 

 

 

 

 

 

 

排水ポンプ車による排水訓練   排水ポンプ車による内水排除状況 
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鹿児島県豪雨に伴う災害派遣(出典:陸上自衛隊) 
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３. 3/3 時間目「自然災害に備えてできることを考えよう」で使用する教材 

風水害に対する心がけ 

風水害が発生した際には、速やかに避難することが大切。速やかな避難のために、事

前に避難所及び避難ルートをチェックしておくこと、雨の降り方や、川の水位を見て危

険を判断できるようになっておくこと、非常時の持ち物を用意しておくことなどが大切。

以下に普段からの心がけ、緊急時の心がけを整理する。 

 

★普段からの心がけ 

①避難場所や避難路を確認しておく。 

緊急・災害時に避難する場所（学校や集会所等）は地区ごとに定められている。

自分の地区の避難所がどこか、そこへ安全に行くためにはどう行けばよいかを普段

から確認することが大切。 

避難所がどこにあるかを確認するには洪水ハザードマップという地図が役に立

つ。 

各自治体のホームページから確認できる。 

【例：酒田市洪水ハザードマップ】 

 

 

 

 

 

 

 

②川の水位と危険度の関係を知っておく。 

橋などに、水の高さから川の危険が判断できるような色分けになっているとこ

ろがある。川の場所により、危険を示す高さは違うので、身近な場所で確認する

こと。 

【水位表示の例(橋脚)】 

 

 

 

 

 

 

 

出羽大橋の水位表示 
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③天気予報や気象情報を入手しよう。 

梅雨時や、台風シーズンなど、洪水が起こりやすい時期には、テレビ・ラジ

オ・新聞・インターネットの天気予報に注意し、天気の移り変わりに気をつけ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：川の防災情報ＨＰ) 

 

④大雨や台風に備えて家の周りを点検しておく。 

家のまわりに吹き飛ばされそうな物はないか、雨戸や瓦、雨どいなどは傷んで

いないか、家の前の排水溝が詰まっていないか、家族と一緒に点検しましょう。 
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⑤非常食や持ち出す物などを準備しておく。 

非常時に持ち出す物を入れた「非常時持出袋」を準備しておく。両手が自由に

なるリュックがよい。 

重さの目安は、男性で１５kg、女性１０kg。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★緊急時の心がけ 

①市町村、消防署、水防団などからの警戒警報・避難指示などには速やかに従う。 

川は短時間のうちに一気に増水し、危険な状態になることもある。避難命令が出

るというときには、もう相当危険な状態になっていることを意味している。命にか

かわる状況なので、勧告や指示等には速やかに従うこと。 

（避難勧告・避難指示は基本的には市町村長が発令することになっている。） 

 

②避難する時は、みんな一緒に行動する。 

単独で避難することは非常に危険。川に流されてしまったり、ケガをしてしまっ

た時、助けがやって来るまでに長い時間がかかり、命にかかわる大惨事を招きかね

ない。緊急時に動く時には複数で行動するように心がける。 

 

③持ち出す荷物はなるべく少なく、身軽に動けることを優先する。 

荷物を多く持ちすぎていると動作が鈍り、逃げられなくなってしまうことがある。

必要最低限の物だけを持ち出し、機敏に行動できるような態勢で避難すること。 

 

④お年寄りや子供を優先し、落ち着いて行動する。 

避難する時にあわてて行動すると、お年寄りや小さな子供などが危険な目にあう

ケースがすくなくない。 

落ち着いて、行動しよう。 
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プリント：風水害に対する心がけ・緊急時の心がけ (最上川の例) 

 

 

●川の水位と危険度の関係を知っておこう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●天気予報や気象情報を入手しよう       ●大雨や台風に備えて家の周りを点検しておこう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●非常食や持ち出す物などを準備しておこう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風水害に対する心がけ 

橋などには、水の高さから川の危険が判断できるように色分けされている所があります。この表

示の意味を知ると、自ら危険を判断できるようになります。 

梅雨時や台風シーズンなど、洪水が起こりや

すい時期には、テレビ・ラジオ・新聞・イン

ターネットの天気予報に注意し天気の移り

変わりに気をつけましょう。 

家のまわりにふきとばされそうな物はない

か、雨戸、瓦、雨どいなどは傷んでないか、

家の前の排水溝が詰まったりしていないか、

家族と一緒に点検しましょう。 

避難時に持ち出す物を入れた「非常時持出袋」を準備しておきましょう。両手が自由になるリュック

サックがよいでしょう。 

たくさん詰めても想いので、男性は１５kg、女性は１０kg が目安です。 

緊急時に対する心がけ 

１．市町村、消防署、水防団などからの警戒・

警報・避難指示などには速やかに従おう。 

２．避難する時は、みんな一緒に行動しよう。 

 

３．持ち出す荷物は、なるべく少なく身軽に動

けるようにしよう。 

４．お年寄りや子供を優先し、落ち着いて行動し

よう。 
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【参考】防災教育支援コンテンツ（国土交通省ホームページ） 
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